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ツマグロハタンポ（スズキ目ハタンポ科）から得られた   
ウオノエ科等脚類の幼体（甲殻亜門）

齋藤暢宏・饗場空璃

Nobuhiro Saito and Sorari Aiba:
A juvenile cymothoid isopod (Crustacea) infesting an Obliquemouth sweeper, 

Pempheris japonica (Perciformes: Pempheridae)

緒　言

　ウオノエ科 Cymothoidae は等脚目甲殻類の 1 分類群
であり，海産，淡水産，汽水産魚類を宿主とする寄生生
物である。宿主の口腔，鰓腔，体表や，体腔内に寄生す
る（Brusca, 1981）。ふ化個体はマンカ期 Manca stage
と呼ばれ海中を遊泳して宿主を探索するものと思われる
が，詳しい生態は分かっていない（Saito et al., 2014）。
マンカ期は，腹肢，尾肢，腹尾節後縁に長刺毛列を備
えるが，脱皮成長した幼体 Juvenile はこれを欠き，ま
た，第 2 腹肢内肢に交尾針を生じる（Brusca, 1978a）。
今回著者らは，ツマグロハタンポ Pempheris japonica 
Döderlein, 1883（スズキ目ハタンポ科）から 1 個体の
ウオノエ科等脚類（甲殻亜門）の幼体を得た。ハタンポ
属魚類からは，体表寄生性のウオノギンカ属ウオノエ
類が知られる（Öktener et al., 2010; 齋藤ほか , 2018）。
しかし，今回の個体は口腔内からの発見であり，形態も
これらとは明らかに異なっていた。ウオノエ科等脚類は
成熟した雌の形態に基づき分類されるため，同定形質が
発現していない幼体では，属，種の同定は多くの場合困
難である。本個体も幼体であるため種未同定であるが，
ウオノエ科等脚類の初期生活史解明の目的で，本個体の
形態について観察を行った。
　

材料と方法

　ツマグロハタンポは江の島（神奈川県藤沢市）南岸の
岩礁海岸地先において手網によって採集したもので，磯
へ迫り出した岩下の日陰に 30 個体ほどの群れを形成し
ていた。採集した 10 個体を研究室に持ち帰り，これら
のうちの死亡した魚体を保存処理していたところ口腔内
からウオノエ類幼体が這い出してきた（図 1A）。ウオノ
エ類は 10％ホルマリン溶液で 1 週間程度固定し，その
後 70％エタノールで保存した。解剖と観察は実体顕微
鏡（Olympus X–II）下で行い，描画装置付き生物顕微鏡

（Olympus BHB-Tr）によって形態のスケッチを行った。
ウオノエ類の計測部位および形態学的名称については下
村・布村（2010）に，宿主魚類については中坊（2013）
に従った。観察した標本は，神奈川県立生命の星・地球
博物館（KPM-NH）に保管されている。

結果と考察

ウオノエ科未同定種
（ツマグロハタンポ寄生個体）

Unidentified juvenile 5 
(infecting Pempheris japonica)

（図 1, 2）

Abstract. A juvenile cymothoid isopod (Crustacea) infecting an Obliquemouth sweeper, Pempheris 
japonica Döderlein, 1883 (Perciformes: Pempheridae) was found from a rocky coast in Enoshima, inner 
part of the Sagami Bay, Pacific coast of central Japan. Although identifying species or even genus with 
juvenile specimens are almost impossible due to the undevelopment of important taxonomic characters, 
the present paper aims to record the existence and to describe the morphological characters of this 
juvenile specimen for further understanding of early life history in cymothoid isopods. This juvenile 
isopod resembles to the previously reported juveniles of two unidentified species infecting Neon 
damselfish Pomacentrus coelestis Jordan & Starks, 1901 and Okinawa rubble goby Trimma okinawae 
(Aoyagi, 1949) respectively, but can be distinguished by the shape of frons, the setation of pereopods, 
and the length of appendix masculine.
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　観察標本　KPM-NH 4002，幼体，2019 年 6 月 2 日，
江の島南岸地先（神奈川県藤沢市），宿主ツマグロハタ
ンポ幼魚（標準体長 46.0 mm）の口腔内，饗場空璃採集。
　記載　体型（図 1B）は楕円形 ; 体長は 5.89 mm，最大
体幅は第 4 胸節で 2.17 mm。体色は淡褐色で背面に黒色
斑が散在する ; 眼は黒色。
　頭部（図 2A・B）は半円形で，前縁がゆるく突出し，
吻は大きく腹側に湾曲する ; 頭部後縁は直線的。眼は中
型。第 1 触角は 7 節で頭部後端に達する。第 2 触角は 9
節で第 1 胸節中央を越える。
　胸部（図 1B）は第 1 ～第 3，第 6 胸節がほぼ等長 ; 第
4，第 5，第 7 胸節は短く，第 1 胸節の約 0.65 倍 ; 第 7
胸節は側縁が後方に反る。底板は一様に小さく，前後端
は丸い（図 1C）。胸脚（図 2C–E）は 7 対を備え，いず
れも把握的 ; 全胸脚とも指節内縁に鋸歯を欠く ; 第 1 胸
脚長節背縁前端の棘状刺毛は長節長の 1/4 程度 ; 第 5–7
胸脚基節前縁は広く張り出す ; 第 6 胸脚が最も長い ; 第 6
胸脚は長節・腕節・前節腹縁にそれぞれ 1・2・3，第 7
胸脚は 0・4・3 本の棘状刺毛を備える。
　腹部は胸部と区別される（図 1B）; 腹部幅は 1.63 mm
で，最大体幅の 0.75 倍。第 1 腹肢（図 2F）は原節内縁
に 4 本の鉤刺を備える ; 内肢は長楕円形 ; 外肢は卵円形。
第 2 腹肢（図 2G）は内肢基部に未発達な交尾針を備える。
尾肢（図 2H）内・外肢は楕円形でほぼ等長，腹尾節末
端を越える ; 原節は台形。腹尾節（図 2H）は半円形で長
さは幅の 0.63 倍。
　備考　今回のウオノエ類は小型の個体であったが，7
対の胸脚を備え，腹肢，尾肢，および腹尾節後縁に長刺

毛列を欠き，第 2 腹肢内肢に交尾針を持つことから，マ
ンカ期より成長した幼体であった。本個体は，体形は
楕円形で胸部と腹部は区別できる ; 全胸脚とも指節内縁
に鋸歯を欠き，第 5 ～第 7 胸脚基節前縁が広く張り出
す ; 尾肢内・外肢は楕円形で，ともに腹尾節末端を越え
るなどの特徴から，著者らの報告によるソラスズメダイ
Pomacentrus coelestis Jordan & Starks, 1901 寄 生 個 体
Unidentified juvenile 2（齋藤・星野 , 2015）およびオキ
ナワベニハゼ Trimma okinawae (Aoyagi, 1949) 寄生個体
Unidentified juvenile 4（齋藤・星野 , 2017）に類似した。
しかし，今回の個体は，頭部前縁にゆるい突出部を形成
し，吻が大きく腹側に湾曲する（ほか 2 種は半円形で吻
の湾曲もゆるい）; 第 6 胸脚の長節・腕節・前節腹縁の
棘状刺毛数は 1・2・3（ソラスズメダイ寄生個体は 0・1・4），
第 7 胸脚は 0・4・3（オキナワベニハゼ寄生個体は 1・2・
7）; 第 2 腹肢の交尾針が未発達（ソラスズメダイ寄生個
体の交尾針は腹肢内肢の半分程度の長さ，オキナワベニ
ハゼ寄生個体は 0.69 倍の長さ）等の違いが見られた。
　ハタンポ属魚類からは，Öktener et al.（2010）がト
ル コ の キ ビ レ ハ タ ン ポ Pempheris vanicolensis Cuvier, 
1831 の 体 表 に 寄 生 す る Anilocra physodes (Linnaeus, 
1758) を，齋藤ほか（2018）が伊豆東岸のミナミハタ
ンポ Pempheris schwenkii Bleeker, 1855 及 び ツ マ グ ロ
ハタンポの頭部上面からウオノギンカ属のエガトイド幼
体を報告している。しかし，今回得られたウオノエ類
は，体形が楕円形であり，これが伸長するウオノギンカ
属とは大きく異なる。寄生部位も今回の個体は口腔内で
あった。ただしウオノエ類の体形は成長にともない劇的

図 1．A, 宿主ツマグロハタンポ Pempheris japonica 幼魚（標準体長 46.0 mm）, 2019 年 6 月 2 日 , 江の島。B–C, ツマグロ
ハタンポ寄生ウオノエ類 unidentified juvenile 5（体長 5.89 mm）, KPM-NH 4002; B, 背面 ; C, 左側面。スケールバー（B–
C に対応）= 1.0 mm.
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に変化し，なおかつ初期生活史についても不明な部分が
多い（Brusca, 1978a, 1978b; Saito et al., 2014）。ウオノ
エ類の DNA データは，Jones et al.（2008），Ketmaier et 
al.（2008），および Hata et al.（2017）によって蓄積さ
れてきているので，今後は DNA 分析も併用し，ウオノ
エ科等脚類幼体の分類学的解明にアプローチしていきた
いと考えている。
　著者らの研究ではこれまで 4 個体のウオノエ類幼体
を観察してきた（齋藤・星野 , 2015, 2017）。今回の
個体は 5 個体目に当たるため，Unidentified juvenile 5 
(infecting Pempheris japonica) と仮称した。
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図 2．ツマグロハタンポ寄生ウオノエ類 unidentified juvenile 5（体長 5.89 mm）, KPM-NH 4002. A, 頭部背面 ; B, 同腹面 ; C, 第 1 胸脚 ; 
D, 第 6 胸脚 ; E, 第 7 胸脚 ; F, 第 1 腹肢 ; G, 第 2 腹肢 ; H, 腹尾節及び尾肢背面。スケールバー : 1.0 mm (A, B and H);  0.5 mm (C–G ).
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